
検 索

　明治３４（1901）年、東成郡天王寺尋常小学校として現在地に
設立されました。昭和２２（1947）年に大阪市立晴明丘小学校と
改称し、今年で創立１２２年になります。「心豊かな丘の子ども　
なかよく、正しく、たくましく」を教育目標に掲げ、様々な取り組

みを実践しています。平成２５（2013）年にはユネスコスクール
に認定され、平和や人権、環境、地域学習など SDGｓを意識した
活動に積極的に取り組んでいます。

●ユネスコスクールとしての理念を基盤とした教育を実践する。
　・学習のための基盤を作る
　・グローバル化する社会において生き抜くための技術を身に着ける
　・豊かな心と健康な体を作る
　・すべての人がともに生きる大切さを学ぶ

●読書活動を活性化させる。
●教職員の授業力・指導力を高める取り組みを進める。
● ICT 機器の効果的な活用を推し進める。

　本校は、ユネスコスクールに認定され、持続可能な社会を担
う子どもを育てる拠点校として活動しています。人権・平和・環
境・多文化共生・国際理解など、世界にある様々な地球規模の

課題について学びます。明らかになった課題を自らの課題として
とらえ、自発的で実践的な取り組みができるよう支援しています。

　本校では、各学年に応じて体力向上の目標を設定し、発達段
階に応じた場の設定や活動の工夫をしながら体育の学習に取り
組んでいます。学習の初めにはラジオ体操を取り入れ、身体各
部の動きや働きについて考えながら体操しています。そのことが、
よい姿勢やバランスのとりやすい体を作ることにつながっている

と考えています。今後も児童の実態に応じた取り組みを工夫し、
楽しみながら運動に取り組み、自分自身の進退と健康に関心を
持ちながら、生涯健康に過ごすことができる児童の育成に努め
ていきます。

　両教科とも、基本的な学力はある程度身についていると考え
られます。国語科では目的や意図に応じて理由を明確にしながら、
自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫する力を伸ばすこと、
算数科では、図形と測定の力を伸ばすことが課題です。


